
点字考案２００年

記念講演会 
 

―点字 200年、どうなるどうする点字の未来― 
あなたは点字を知っていますか？ 読めますか？ 

2025 年はフランスで点字が考案されて 200年、世界初の点字投票が 

日本で認められてから 100 年でした。 

そんないま、日本の点字文化・点字教育を牽引する３氏の講演会を 

横浜で開催します。 
 

・加藤俊和氏 日本盲人福祉委員会評議員 

 点字楽譜利用連絡会副代表 

・大橋由昌氏 横浜市視覚障害者福祉協会会長 

 日本盲教育研究会副会長 

・岩屋芳夫氏 日本点字委員会学識経験委員 

 

日時：２月８日（日）13 時 30 分開演 

 13 時開場 

場所：横浜市健康福祉総合センター８階 

     JR/市営地下鉄 桜木町駅下車徒歩３分 

 

定員：100 名  参加： 無料 



講演者紹介 

 
・加藤俊和氏 

視覚障害者の歩行の自由と安全を考えるブルックの会代表 

点字楽譜利用連絡会副代表 

日本点字委員会委員 

日本盲人福祉委員会評議員(防災担当) 

2023 年ヘレンケラー・サリバン賞受賞 

2025 年点字毎日文化賞受賞 

同年 塙保己一賞功労賞受賞 

 

・大橋由昌氏 

NPO法人横浜市視覚障害者福祉協会 会長 

公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会 副会長 

元 日本盲人会連合点字図書館館長 

横浜市障害者施策推進協議会委員 

日本盲教育史研究会副会長 

 

・岩屋芳夫氏 
NPO法人横浜市視覚障害者福祉協会 副会長 

日本点字委員会委員 

元 横浜市立盲特別支援学校専攻科主幹教諭 

 

 

 

主催 記念講演会準備委員会 

後援  NPO法人 神奈川県視覚障害者福祉協会 

NPO法人 横浜市視覚障害者福祉協会 

社会福祉法人 日本盲人福祉委員会 

社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会 

協力 一般社団法人 リエゾン(担当 清野) 

問い合わせ contact@projectliaison.org 


